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対象

ウクライナ避難民向け日本語学習支援事業

にほんごクラス ドゥルーズィ みらいコース
コース1・コース2 主催：(公財)横浜市国際交流協会

教室名

日時・
学習者

講師等

場所

ウクライナ避難民の方。日本語入門・初級レベル

ウクライナ交流カフェ ドゥルーズィ
（パシフィコ横浜 横浜国際協力センター内）

日本語クラス ドゥルーズィ みらいコース
コース1・コース2

毎週火曜日 10：00-12：00
<コース1>2023年10月17日～12月19日（10回）

（10/17・24・31、11/7・14・21・28、
12/5・12・19） 

学習者数：15人（のべ102人）
<コース2>2024年1月9日～2月27日 （8回）

(1/9・16・23・30、2/6・13・20・27) 
学習者数：16人（のべ95人）

講師 大村智美さん コース1・コース2
押野成美さん コース1
小野里香さん コース2

サポーター（日本語学習支援者）
4人（のべ18人）コース1／ 2人（のべ10人）コース2

取組7-5
2024年3月

横浜に滞在するウクライナ避難民の方々が安全・安心に生活できるよう、ウクライナ交流カフェ「ドゥ
ルーズィ」の場を活用した日本語教室を、2022年度に続き開講しました。 日本語や日本の生活に慣れてい
ない人が、日常生活に必要なことばや日本文化・習慣等を学ぶクラスで、 2コース計18回行いました。
コース1では、簡単な自己紹介や買い物等、身の回りの基本的なことばを中心に学び、コース2では、生活
の安心につながる防災や病院のことや欠席の連絡など、生活についての表現を広げました。日本語の構造
や知識の習得よりも、まずは実際に話してみること・日本語に慣れることを大切にしました。また、この
コースでは、日本語講師の進行のもと、教室活動の学習サポートを行う「サポーター」も教室に参加しま
した。YOKEが主催する日本語ボランティア入門講座修了者の有志のみなさんです。

コースが始まったばかりの頃、学習者の多くは「自分の日本語が通じるかな？」「間違えたらどうしよ
う？」と、少し緊張した面持ちでした。でも、ジェスチャーを交えて学んだ日本語を繰り返し使いながら、
講師やサポーターとコミュニケーションを図るうち、お互いの心の距離が縮まり、笑顔が増えていきまし
た。ウクライナ語の歌を皆で歌ったり、と、小さな文化交流にもなりました。

各コース最終回では「自己紹介」「日本で経験したこと」を発表しました。日本の文化や習慣を知る機
会が増え、様々な人とのコミュニケーションを通じて、日本語を話すことに少しずつ自信が持てるように
なったようでした。

避難民の皆さんにとって、このクラスが楽しい居場所ともなっていたのでしたら、嬉しく思います。
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にほんごクラス ドゥルーズィ みらいコース コース1・コース2

みらいコース2
（1-2月）

サポーター
より

学習者より

取組7-5
2024年3月

●日本の文化や習慣が理解できることが増えました。
●地域のルールが分かるようになり、日本人とのコミュニケーションが増えました。
●生活の不自由さや不安が少なくなりました。

●初めての日本語ボランティアだったので、最初の頃は少しコミュニケーションの
難しさを感じました。でも、みなさん、熱心に学習されていたので、次第に楽しみ
ながら参加することができました。
●とても明るく、楽しいクラスでした。授業中、学習者のみなさんの笑顔が見られ
ると、嬉しくなりました。
●私自身、クラスに参加することが楽しみで、毎週火曜日が待ち遠しいほどでした。

自己紹介や買い物、一週間の
予定など、身近な行動を中心に
学習しました。3回目からはサ
ポーターも参加したことで、日
本語でのやりとりが増え、交流
の多いクラスとなりました。ウ
クライナの歌を歌うこともあり
ました。

9回目には、お出かけ活動を
しました。小グループに分かれ
てショッピングセンターに行き、
目当ての店の場所や商品につい
て、直接たずねる活動です。タ
スクを終えた皆さんの顔は、達
成感で輝いていました。

講師より

●皆さんとても熱心で、楽しいクラスでした。回を重ねるごとに笑顔が増えていき、
学習者さん同士の交流も深まったようです。
●通訳さん不参加で、最初は不安そうでしたが、毎回熱心に耳を傾けてくれました。
最後に一人ずつ、日本語で発表ができたときは感動しました。
●毎回学習者の方々の熱心さと温かい協力で、私自身も楽しく元気をもらった教室
でした。サポーターさんの活躍も有難かったです。

みらいコース1
（10-12月）

学習者の不安や学習の要望などを取り
入れ、地震が起きたときの身の守り方、
翻訳アプリの使い方、病院のかかりかた
などを学びました。また、電話で仕事の
欠席連絡をする、友達を誘うなど、人と
のやりとりで使うフレーズにも取り組み
ました。さっそく覚えた言葉で講師やサ
ポーターに話しかける姿も見受けられま
した。

最終回の発表「日本で経験したこと」
からは、公園にでかけたことやお寿司を
食べたことなど、それぞれの日本での生
活を垣間見ることができました。
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